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ップ共振器に対して対称に装荷しているが， 非対称に装荷することによって同じ試料で， Threshold 
ポンプ電力を 2.3kw から， O.86kw に低下させ，非導称に 2 つの試料を装荷することによって下/CB










能性を与えている。 ε=12 のスタイキャストを挿入して 100w 以下の Threshold を得た。
論文の審査結果の要旨
本論文ほフエライトを用いたパラメトリック現象によるマイクロ波発振，増幅(メーパ)の研究を












































(2) 第 2 章において，発振に対するポンプ電力の関値を計算し，増幅度，帯域幅，利得帯域幅積の式
を求めているが，これはメ{パ動作の解析を一段と詳細に検討したものとして有意義なものである
と考えられる。
(3) 第 3 章において述べている実験結果は，従来の報告に見られない詳細なものであり，貴重な成果
であると考えられる。
(4) メーバ問題となる発振に対するポンプ電力の関値を低下させることができ，また利得帯域幅積が、
増加していることは興味ある成果であれ特に第 4 章で述べている誘電体を装荷することによって
関値が著しく低下している実験結果はこれまでの報告に見られない貴重な成果であると考えられ
る。
このように本論文は通信工学の発展に寄与するところが多いので，博士論文として価値あるものと
認める。
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